	8～10単位時間
	Ｃ　生物育成に関する技術

	特　徴
	・教科書を活用し，体験的な活動を通して,生物育成に関する科学的な理解（「知識・理解」の観点）と，基本的な技能（「技能」の観点）の習得を深めるように構成。

・栽培計画や作業は，共に実習時間を十分に確保し，生徒の計画・よりよい収穫を目指すための発想（「工夫・創造」観点）を高めるように構成。

・題材全体を通して，社会や環境に目を向け,生物育成の多面的機能の活用方法を模索し，持続可能な社会を築く意識を育てるように配慮。


	題材の評価規準

	生活や技術への

関心・意欲・態度
	生活を工夫し創造する
能力
	生活の技能
	生活や技術についての知識・理解

	○生物育成に関する技術にかかわる倫理観を身に付け，知的財産を創造・活用しようとしている。
○よりよい社会を築くために生物育成に関する技術を適切に評価し活用しようとしている。
	○目的や条件に応じて栽培又は飼育の計両を立てるとともに，育成する生物の観察を通して成長の変化をとらえ，適切に対応を工夫している。
○よりよい社会を築くために生物育成に関する技術を適切に評価し活用しようとしている。
	○目的や条件に応じて，生物育成の手段を適切に選択し，活用できている。

○生物の適切な管理作業ができる。
	○生物を取り巻く生育環境が生物に及ぼす影響や，生物の育成に適する条件及び育成環境を管理する方法を身に付けている。

○生物の計画的な管理方法についての知識を身に付けている。

○生物育成に関する技術と社会や環境とのかかわりについて理解している。


	題材の指導と評価の計画例

	学習内容
１ 中項目 ①小項目
( )内は教科書の頁
	時間数
	学習活動

■学習課題　○生徒の活動

●教科書記載の「ふり返り」
	評価規準・評価方法

実線枠内は中項目での評価規準の例
中項目時点で行う学習評価

作品，ペーパーテスト等で行う学習評価

	１ わたしたちの生活と生物育成
　【A(1)ｱ C(1)ｱ】
	2
	
	

	①生物育成とは
 (p.136～137)


	(1)
	■生物育成の意味とその目的,わたしたちの生活における役割を知る。

○教科書や提示資料などを見ながら，身の回りにある生物育成によってつくられたものを見つける。
○自分たちの生活の中に生物育成技術の用途がどのように広がっているか考える。
	

	②作物や家畜などの特性と生物育成技術(p.138～139)
	(0.5)
	■育成生物の特性が,生物育成技術と深くかかわっていることを知る。

○教科書や提示資料などを見ながら，生物育成の技術をあげ，その役割を想像する。
○人間が世話した例と，していない例から，有用な作物や家畜をつくり出すための技術をどのように利用するか考える。

○要因の影響や育成者の経験・技術力の違いなど生物育成技術の性質について考える。
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	③生物育成のサイクル(p.140～141)
	(0.5)
	■わたしたちの生活に有効利用されている生物育成技術の流れを知る。

○教科書の例から生物育成のサイクルを確かめる。
○作物の栽培や，動物の飼育・水産生物の栽培のリンクするページをめくり，これからの学習を確かめる。


	身の回りにある生物育成の技術の利用例を挙げさせるふり返り活動で読み取る。

	２ 生物の栽培
　【C(1)ｱ (2)ｱ】
	7
	※栽培，飼育については，実習例によって２～４の中から履修する。
	


	①栽培ごよみ
(p.142～143)
	(0.5)
	■作物と地域による栽培時期のちがいを知り,栽培に見通しをもつ。
○作物それぞれの栽培時期から収穫時期を知り,調理例や利用例を自分なりに考える。
○14図を見て，自分たちが住むところが作物を育てるのに適した時期か確かめる。

○15図を見て，実際に作物の育成で使用する栽培用具を考える。
	

	②環境要因(p.144)
	(1)
	■作物の生育に適する条件を理解する。
○さまざまな環境要因を知り育成環境を管理することで,目的に合った栽培ができることを確かめる。
○状況に応じてどの栽培方法を選択するか考える。

○学校のまわりなど，身近なところから環境要因を考える。
	

	③生育の規則性と技術(p.145)
	(0.5)
	■作物の特性と生育の規則性を理解する。
○トマトやスイカの生育にある,規則性を利用した栽培技術があることを確かめる。
○規則性に応じた栽培の技術は，収量や作業効率をよくするものであることを確かめる。

○農家が作物の規則性をつかって栽培している理由について，教科書から考える。
	

	④土づくり,肥料
(p.146～147)
	(1)
	■栽培に適した土の条件やたい肥について理解し,目的や場所に応じた土づくり,施肥ができる。
○教科書から，土を団粒構造にすることや,酸度調整することを確かめる。
○教科書などを見て，肥料の三要素が生物の育成に大きく影響することを確認する。
○肥料の与え方は，育成する作物の種類や時期，与える肥料の種類が大切になってくることを確かめる。
	

	⑤たねまき,育苗と植えつけ（定植）
(p.148～149)
	(1)
	■たねまきのしかたやよい苗の条件,植えつけについて理解し,目的や場所に応じた育苗ができる。

○たねまきから植えつけまでの方法や，球根の植えつけ等のしかたを確かめる。
○たねまきや育苗などは，育成環境や環境要因と関連があることを確かめる。
	

	⑥定植後の管理
(p.150～151)
	(1.5)
	■目的とする作物の生育に適切な手入れのしかたを理解し,適切な管理ができる。

○水やりや除草など日常で行えることや,時期に合わせた適切な管理のしかたを，教科書や提示資料などを見ながら確認する。

○病害虫による被害やその対処する方法を確かめる。
○農薬の利点と欠点について考える。
	

	⑦収穫の方法と保存,収穫後の管理
(p.152) 

	(0.5)
	■作物の収穫と利用の方法を理解し,適切な収穫と利用ができる。

○生育した作物に適した収穫の方法や,保存方法を確かめる。
○29図を見て，完熟の様子を確かめ，普段の生活で目にするのはどちらか考える。

○収穫後の周囲の環境に対して気をつけることを確かめる。
	

	⑧栽培計画(p.153)
	(1)
	■自分の栽培する作物の計画をまとめ,見通しを確かにする。
○栽培計画は,作物の育成する環境を考えて行う。

○栽培記録は,作業内容や天候など,詳細に記入することで次回以降の生育につながる内容にする。
	


	
	
	
	「栽培計画・記録」で，適切な管理をしようとする態度や姿勢を読み取る。
「栽培計画・記録」で，適切な資材や用具を選択する様子を読み取る。
「栽培計画」や「栽培記録」で，これまでの習得状況を見取る。
土の構造や,肥料の役割や，たねまきから収穫にかけての流れについてふり返りを行い，理解している様子を読み取る。
ペーパーテストで，習得状況を見取る。

	３ 動物の飼育
　【C(1)ｱ (2)ｱ】
	7
	※栽培，飼育については，実習例によって２～４の中から履修する。
	

	①飼育の環境と家畜の習性(p.154)
	(3)
	■動物には，生育に適した環境があることや,それぞれ習性をもっていることを理解する。

○教科書や提示資料などを見ながら，動物の習性について考え，環境要因についても考える。
○動物を飼育する方法や習性について確かめる。

○動物を育てるときの注意点について考える。
	

	②家畜の管理技術(牛舎の例)(p.155)
	(3)
	■家畜の飼育において管理技術が必要であることを理解する。

○「考えてみよう」を見て，家畜を管理する技術で,できることを確かめる。
○動物の育成環境を管理する必要性について考える。

○33図を見て，家畜の適温域を管理することで生産効率が上がることを確かめる。
	

	③飼育ごよみと飼育計画(p.156)
	(1)
	■飼育ごよみについて知り,見通しのある飼育計画を立てることができる。
○効率的な飼育を行うために,場所や環境などの条件を確かめる。
○５表の飼育計画の例から，作業の目的や内容を参考にして，適切な飼育ができる内容の飼育計画を行う。

○35図のような飼育体験を行った場合は，情報のディジタル作品を意識して記録を行う。



	「飼育計画」で，これまでの習得状況を見取る。
「飼育体験」で，適切な資材や用具を選択する様子を読み取る。
「飼育計画」で，適切な管理をしようとする態度や姿勢を読み取る。
動物の生育条件や管理方法についてふり返り活動を行い，理解している様子を読み取る。

ペーパーテストで，習得状況を見取る。

	
	
	
	

	４ 水産生物の栽培
【C(1)ｱ (2)ｱ】
	7
	※栽培，飼育については，実習例によって２～４の中から履修する。
	

	①栽培環境と特性
(p.157)
	(3)
	■水産生物には栽培に適した環境があることや,食性や特性があることを理解する。
○教科書などを見ながら，成長の特性について考え，食性についても確認する。
○水産生物の特性や習性・育成環境について考える。

○水産生物の育成環境や特性について考える。
	

	②水産生物の管理技術(p.158)
	(3)
	■水産生物を栽培するための管理技術を理解する。

○「考えてみよう」を見て，水産生物の増殖・養殖する技術で,できることを確かめる。
○環境に配慮した管理技術について考える。

○水産生物の栽培環境を管理する必要性について考える。
	

	③栽培ごよみと栽培計画(p.159)
	(1)
	■水産生物の栽培の流れを知り,見通しのある栽培計画を立てることができる。

○効率的な栽培を行うために,習性や環境などの条件を確かめる。
○38図のノリの養殖ごよみを参考にして，適切な栽培ができる内容の栽培計画を行う。
○見学や体験を行った場合は，情報のディジタル作品を意識して記録を行う。

	
「栽培計画」で，適切な管理をしようとする態度や姿勢を読み取る。
「栽培体験」で，適切な資材や用具を選択する様子を読み取る。
「栽培計画」で，これまでの習得状況を見取る。
水産生物の栽培方法についてふり返りを行い，理解している様子を読み取る。
ペーパーテストで，習得状況を見取る。


	５ 実習例
　 (p.160～165)
　【C(2)ｱ】
	
	※実習例については，教科書p.160～165のものから進める。
	※栽培・飼育計画や実習の様子から各観点を見取る。

	６ 生物育成に関する技術とわたしたち
　【C(1)ｲ】
	1
	
	

	①社会・環境とのかかわり

(p.166～167)
	(0.5)
	■持続可能な社会の実現に向けて,生物育成技術の果たすべき役割について理解を深める。
○江戸時代の物質循環やエネルギー使用が,現在ではどのように変化していったのか話し合う。
○これからの社会を持続可能なものにするためには,生物育成ではどのような方法があるかを考える。
○持続可能な社会をめざすために必要なことは何か，p.11やp.137を参考にして考える。
	



	②生物育成に関する技術とわたしたちの未来

(p.168～169)


	(0.5)
	■生物育成技術がわたしたちに与える影響を考え,生物育成に関する技術を評価し活用しようとする態度を身につける。

○「話し合ってみよう」を見て，これからの生活に,わたしたちはどのように向き合えばよいかを話し合う。
○題材の学習をふり返り，情報の技術に対する関心や意欲，態度の変化をたどる。

	
ふり返りを行い，生物育成の技術が与えるプラスとマイナスを理解している様子と，そのおりあいを付けた活用方法の考えを読み取る。
ふり返りを行い，生物育成の技術が与えるプラスとマイナスを理解した上で，そのおりあいを付けて上手に使っていこうとする態度や姿勢を読み取る。

題材全体をふり返って記述をさせ，最初に比べて，生物育成の技術への関心が高まっている様子を読み取る。



生活や技術への関心・意欲・態度
	
	活用する評価資料
	おおむね満足できる(Ｂ)
	十分満足できる(Ａ)

	技術への関心
	１ ふり返り
６ 題材の最初と最後のふり返りの比較
	○身の回りにある生物育成の技術を積極的に見つけている。
○最初に比べて，最後の方が生物育成の技術に対する関心が高まり，知識の広がりや気持ちの変化が見られる。
	○授業で扱っていない範囲まで身の回りにある生物育成の技術を見つけている。
○最初に比べて，最後の方が生物育成の技術に対する関心が高まり，「生物育成」に対する概念の変化まで見られる。

	評価と活用
	６ ふり返り
	○生物育成の技術が与えるプラスとマイナスを理解した上で，自分の生活の範囲でマイナスを小さくしてプラスを生かそうとする態度や姿勢を読みとれる。
	○生物育成の技術が与えるプラスとマイナスを理解した上で社会や環境とのかかわりの中でマイナスを小さくしてプラスを生かそうとする態度や姿勢を読みとれる。

	計画と記録
	５ [栽培（飼育）計画表]

５ [栽培（飼育）記録]
	○育成する生物の成長段階における管理作業を意識し，栽培又は飼育ができている様子を記入内容から読みとれる。
○環境に対する負荷の軽減や安全に配慮している。
	○生産物の品質や収穫量の向上を目的とした育成計画を立てられ，栽培又は飼育時の記録に自らの考えを整理していることが読みとれる。
○環境に対する負荷の軽減や安全に配慮し，新しい発想を生み出し活用しようとしている。


生活を工夫し創造する能力
	
	活用する評価資料
	おおむね満足できる(Ｂ)
	十分満足できる(Ａ)

	計画と記録
	２ ①⑧[栽培計画表]

２ ⑧[栽培記録]
３ ③[栽培飼育計画表]

３ ③[飼育記録]
４ ③[栽培計画表]

４ ③[栽培記録]
	○生物育成の課題に対し適切な解決策が不十分だが，比較・検討が記入内容から読み取れる。
	○生物育成の課題を明確にし，社会的，環境的（安全）及び経済的側面などから比較・検討（肥料など）するとともに，適切な解決策を見いだしているのが記入内容から読み取れる。

	評価と活用
	６ ふり返り
	○生活の中での，社会や環境へ生物育成の技術が与えるプラスとマイナスを理解した上で，豊かさと悪影響との「おりあい」の付けかたを自分なりに考えることができている。
	○生活の中での，社会や環境へ生物育成の技術が与えるプラスとマイナスを理解した上で，豊かさと悪影響との「おりあい」を付けながら，生物育成の技術を適切に活用する方法を考えることができている。


生活の技能
	
	活用する評価資料
	おおむね満足できる(Ｂ)
	十分満足できる(Ａ)

	育成と作業
	２ ④⑤⑥⑦〔実習と授業観察〕
３ ②③〔実習と授業観察〕
４ ②③〔実習と授業観察〕
	○手間取るが，栽培又は飼育計画の手順を踏んで作業できている。
	○計画に基づき，適切な資材や用具を用いて，合理的な管理作業ができる。

	
	５ 〔実習〕
	○手間取るが，栽培又は飼育計画の手順を踏んで作業できている。
	○計画に基づき，適切な資材や用具を用いて，合理的な管理作業ができる。


生活や技術についての知識・理解
	
	活用する評価資料
	おおむね満足できる(Ｂ)
	十分満足できる(Ａ)

	生物育成の理解
	２ ②③④⑤⑥⑦ ふり返り

３ ①② ふり返り

４ ①② ふり返り
○ペーパーテスト
	○キーワードから選んだ役割について具体的な例が記載されているが，説明が不十分である
	○キーワードから選んだ役割についての具体的な例が，生活の中や社会や環境に則して適切に記載されている。

	
	２ [栽培計画表]


	○生物が育成できる栽培計画が立てられる。
	○学習した育成条件と育成環境に基づいた適切な栽培計画が立てられる。


●作物の栽培に必要な基礎的・基本的な技術についてわかりましたか。具体的な例をかいてみよう。


●土地の特性を生かし,環境保全に配慮した栽培の重要性についてわかりましたか。具体的な例をかいてみよう。





関：さまざまな生物育成技術に関心をもっている。





●生物育成に用いられる技術の役割についてわかりましたか。具体的な例をかいてみよう


●生物育成を行うときに必要なモラルについてわかりましたか。具体的な例をかいてみよう。








工：条件に応じて，作業の手順や肥料を適切に選択しようとしている。





技：適切な資材や用具について考えようとしている。





技：適切な資材や用具について考えようとしている。





関





知：その生物の生育条件や成長に適した環境，管理方法などについて説明できる。





知：その生物の生育条件や成長に適した環境，管理方法などについて説明できる。








工：条件に応じて，飼育の手順や給餌の方法を適切に選択しようとしている。





工





●動物を飼育する場合に必要なことがわかりましたか。具体的な例をかいてみよう。


●動物の飼育に必要な基礎的な技術がわかりましたか。それらの技術を用いた計画的な飼育のしかたをかいてみよう。





工：条件に応じて，作業の手順・放流やいけすなどで大きくする方法を適切に選択しようとしている。





知：生物育成の技術が，社会や環境などに与える影響を知る。





工：生物育成の技術で学習したことを生かし，持続可能な社会を構築するために自分なりの技術の評価と活用法を考えることができている。





関：生物育成の技術と上手に付き合うために，自分なりに生物育成の技術を評価し積極的に活用して付き合おうとしている。





知：食生活の安心・安全を得るためには，どのような生物育成の技術が必要なのかノートに整理している。





●持続可能な社会の必要性についてわかりましたか。持続可能な社会を構築するために求められる生物育成技術とは,どのようなものなのか考え，具体的な例をあげてみよう。


●生物育成技術は,今後どのように発展していくべきか考えられましたか。農山漁村など,生物育成の未来像について予想し,かいてみよう。





●水産生物を栽培する技術についてわかりましたか。具体的な例をかいてみよう。


●水産生物の栽培に必要な基礎的な技術がわかりましたか。それらの技術を用いた計画的な栽培のしかたをかいてみよう。









































知





技





技：栽培に適切な資材や用具について考えようとしている。





題材の評価規準に基づく，実現状況の判定例





関





知：その作物に適した栽培時期，栽培に適した土やたい肥,たねまきから収穫までの育成方法について説明できる。





（最初に生物育成に関する技術に対する意識を記述させ，題材末に行うふり返りと比較することで，技術への意識の変化を読み取る。）





関





知





知





知





関





関














知





知





技





工





知





工





技





知





知





工





関








